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令和６年度第１回青梅市景観審議会議事録

〇 開催日時 令和７年３月２１日（金）午前１０時００分

〇 会 場 青梅市役所３階 教育委員会会議室

〇 出 席 者（８人）

委 員

佐々木 葉 会長

西 浦 定 継 委員 二 井 昭 佳 委員

野 嵜 弘 委員 宮 田 明 委員

山 﨑 靖 代 委員 大 野 智 永 委員

小 林 牧 委員

〇 欠 席 者（２人）

三 浦 和 広 委員 石 川 良太郎 委員

〇 説明のため出席した者の職氏名（６人）

都 市 整 備 部 長 木 崎 雄 一

拠 点 整 備 部 長 伊 藤 慎二郎

都 市 計 画 課 長 木 下 茂

拠 点 整 備 課 長 三 井 俊 幸

都市計画課開発指導係長 加 藤 広 幸

拠点整備課事業調整係長 立 川 明 宏
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令和６年度第１回青梅市景観審議会議事日程

１ 市長あいさつ

２ 会長の互選

３ 会長職務代理者の指名

４ 説明者の職氏名の報告

５ 議事録署名委員の指名

６ 協議事項

青梅インターチェンジ北側地区（今井土地区画整理事業）における景観形成につ

いて

７ 報告事項

(1) 条例にもとづく建築行為等の届出について

(2) まちづくり・デザイン専門家会議への相談案件について

８ その他
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（都市計画課長）

皆様、おはようございます。

定刻になりましたので始めさせていただきます。

開会前に、本日の会議資料につきまして、事前にお配りしております、

「資料リスト」とともに、御確認をお願いしたいと存じます。

初めに、「令和６年度第１回青梅市景観審議会 議事日程」

資料１ 青梅インターチェンジ北側地区 地区計画図書

資料２ 景観協定の締結までの流れ

資料３ 青梅インターチェンジ北側地区（今井土地区画整理事業）における景観

形成に関する協定書（仮称）（原案）

資料４ 景観形成に関する協定のイメージ図（参考）

資料５ 条例にもとづく建築行為等の届出について

資料６ まちづくり・デザイン専門家会議への相談案件について

また、資料番号は振ってございませんが、「青梅市景観審議会委員名簿」です。

事前配布資料は、以上の８種類であります。

そこで、資料について、お詫びがございます。

本日、机上配布させていただいた資料が３点ございます。

一つ目は、「資料２」の差替え版

二つ目は、「資料４」の差替え版

三つ目は、右上に「参考資料」と記載してあるＡ３横版の資料であります。

修正内容でありますが、資料２における「自己利用」の表記について精査を行い、

変更が生じたもので、これに合わせ、資料４中央の「自己利用」箇所の表記も変更し

ております。

お手数をおかけして、恐縮でありますが、本日はこちらの資料を使用していただき

たいと存じます。大変申し訳ございませんでした。

また、「参考資料」は、報告事項の説明の際に御説明させていただきます。

以上が本日の資料でありますが、不足等がございましたら、事務局までお申し出く

ださい。よろしいでしょうか。

○ 開 会

（都市計画課長）

それでは、ただいまから令和６年度第１回青梅市景観審議会を開会いたします。

私は、都市計画課長を務めております。

どうぞよろしくお願いいたします。

１ 市長あいさつ

（都市計画課長）

初めに、開会にあたり、議事日程１、市長より、御挨拶をいただきます。
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（市長）

皆様、おはようございます。

青梅市長でございます。

本日は、令和６年度第１回青梅市景観審議会にお集まりいただき、ありがとうござ

います。

また、日頃より市政に関しまして御協力をいただいており、改めてお礼を申し上げ

たいと思います。

さて、今回の審議会は、４名の新しい委員の方をお迎えいたしまして、また新たに

会長等も選任ということで、新体制で景観に関するまちづくりの御審議をお願いでき

ればと思っております。

また、各自治体がどんな景観を持っているか、どんな街並みを持っているか、どう

いったデザイン性を持っているかということが、その街に人をひきつける大きな要素

の一つであると考えておりますので、皆様の御意見をいただきたいと思っております。

本日は、協議事項が１件、報告事項が２件ございます。

皆様のいろいろな御意見をいただき、御審議いただきますよう、お願い申し上げ、

挨拶とさせていただきます。

それでは、今後ともよろしくお願いいたします。

（都市計画課長）

ありがとうございました。

本日、欠席されております委員でありますが、２名であります。お二人からは、事

前に御連絡をいただいております。

そこで、本日の審議会は、任期満了等により、新たな体制での初回となりますので、

出席委員の８名の方から、自己紹介と、一言、御挨拶をいただきたいと存じます。

席順でお名前をお呼びしますので、お願いいたします。

初めに、委員、お願いします。

（委員）

皆さん、おはようございます。

早稲田大学と申します。

景観まちづくりや土木構造物のデザインなどをやっております。

青梅市さんとのお付き合いは何年目になるのか、途中、コロナをはさんだりして分

からなくなってしまっていますが、久しぶりに、またこちらの庁舎で対面で皆さんと

お話しできるのはうれしく思います。

よろしくお願いいたします。

（委員）

明星大学と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。

専門は都市計画をやっております。

青梅市との関わりは、都市計画審議会から始まって、環境、空き家、来週には下水

道の話もあるんですけど、市長とは市議会議員時代から何度も会っております。

よろしくお願いいたします。
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（委員）

国士舘大学と申します。

わたくしも景観デザインですとか、土木デザインが専門です。

先ほど市長がおっしゃられたように、どういう魅力を作っていくかということが住

む人を増やしていくことに関わっていくと思いますし、青梅は本当に、東京の中でも

緑豊かで、様々なものがあると思います。そういったものを活かす景観づくりに関わ

れればと思っております。

よろしくお願いいたします。

（委員）

皆さん、おはようございます。

商工会議所の相談役でございます。

役職名は相談役ということになっているんですけども、実は、この青梅市の美しい

風景を育む条例を作る事前の段階から、市民の一人として参画しておりまして、景観

の方は付き合いがもう２０年ぐらいになるのかと思っております。

よろしくお願いいたします。

（委員）

皆さん、おはようございます。

東京都建築士事務所協会西多摩支部支部長でございます。

普段は私ども景観指導を受ける方の立場かとも思いますが、微力ではございますけ

れども、いろいろと勉強させていただきまして今後ともよろしくお願いしたいと思い

ます。ありがとうございました。

（委員）

エンジョイ・フォレスト女性林研という林業研究グループに所属しております。

本業は、青梅市内も含めて山林を所有しておりまして、林業を細々とやっておりま

す。こちらで本当にいろいろな事を勉強させていただきたいと思っておりますので、

どうぞよろしくお願します。

（委員）

青梅市在住の委員と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

青梅市に住んで１３年目になります。本業の方は、長らく文化財に関わっておりま

して、東京国立博物館にずっと務めておりました。

定年退職いたしまして、今は客員研究員という身分でありまして、様々な自治体の

委員会とかには参加させていただいておりますが、ぜひ地元の事にいろいろ興味ある

ことに関わり合いたいと思って応募させていただきました。

どうぞよろしくお願いいたします。

（委員）

東京都多摩建築指導事務所建築指導第三課と申します。

よろしくお願いします。

我々、建築指導事務所は、建築指導行政を担っておりまして、青梅市さんの中でも

やらせていただいており、まちづくりや景観については、我々建築指導行政とも関係
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するものです。青梅市の景観行政の推進に寄与できるように努めていきたいと思いま

す。よろしくお願いします。

（都市計画課長）

皆様、ありがとうございました。

次に、議事に移る前に、事務局より、お諮りいたします。

本日の審議会を開催するにあたりましては、昨年、学識経験者の委員の方々が、任

期満了となったことから、現在、会長および会長職務代理者が不在となっております。

そこで、会長が決定するまでの議事進行につきましては、学識経験者選出の委員と

して、年長者であられます、委員に仮の議長をお願いし、進めていただきたいと存じ

ますが、よろしいでしょうか。

（委 員）

＜ 異議なしの声 ＞

（都市計画課長）

「異議なし」とのことですので、委員におかれましては、前方の議長席まで移動い

ただき、進行をお願いいたします。

（仮議長）

仮議長の指名をいただきました。

皆様、御協力のほど、よろしくお願いします。

それでは、議事日程に従い、議事を進めます。

２ 会長の互選

（仮議長）

議事日程の「２ 会長の互選」であります。

当審議会の会長につきましては、青梅市の美しい風景を育む条例の施行規則第２４

条第２項の規定により、「会長は、委員の互選による」ものとされております。

よって、会長の互選について、どなたかを御推薦いただきたいと思いますが、いか

がでしょうか。

（委員）

よろしいですか。

わたくしは、早稲田大学教授の先生を会長に推薦したいと思います。

先生は、景観まちづくりの御専任であられ、特に高い見識をお持ちの方で、また、

現在では国や自治体での景観アドバイザーも務められているということですので、よ

ろしいかと思います。

また、本審議会においても当初から会長を務めていただいて、長く携わっていただ

き、今までの経緯も十分に理解されておりますので最適な方だと思っており、会長と

してこれからもやっていただきたいと思いますので、皆様方の御賛同をぜひお願いし

たいと思います。

いかがでしょうか。
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（仮議長）

ほかにございませんか。

（委 員）

＜ 異議なしの声 ＞

（仮議長）

無いようですので、それでは、委員を会長とすることで決定いたします。

以上で仮議長を退任させていただきます。

ありがとうございました。

（都市計画課長）

委員、仮議長、大変ありがとうございました。

自席へお戻りください。

ここで、市長は、ほかの公務により、退席となりますので、御了承ください。

市長、ありがとうございました。

（市長）

それでは皆さん、どうぞよろしくお願いいたします。

（都市計画課長）

それでは、会長になられました委員にあっては、議長席へ移動いただき、議事日程

に従い、進行をお願いいたします。

（会長）

本審議会の会長就任に当たり、選んでいただきましてありがとうございます。

それでは、皆さんと一緒に進めてまいりたいと思いますので、どうぞ御協力をよろ

しくお願いいたします。

３ 会長職務代理者の指名

（会長）

それでは、議事日程「３ 会長職務代理者の指名」から再開します。

当審議会の会長職務代理者につきましては、青梅市の美しい風景を育む条例施行規

則第２４条第４項の規定により、「会長が指名する」こととされております。

これにより、職務代理者は、学識経験者選出の委員にお願いしたいと思いますが、

よろしいでしょうか。

（委 員）

＜ 異議なしの声 ＞

（会長）

それでは、委員を会長職務代理者とすることで決定いたします。

委員、よろしくお願いします。
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４ 説明者の職氏名の報告

（会長）

続きまして、議事日程「４ 説明者の職氏名の報告」を事務局よりお願いします。

（都市計画課長）

本日、出席しております説明者は、都市整備部長、拠点整備部長、拠点整備課長、

拠点整備課 事業調整係長、都市計画課 開発指導係長、そして私、都市計画課長で

ございます。

どうぞよろしくお願いします。

５ 議事録署名委員の指名

（会長）

続きまして、議事日程「５ 議事録署名委員の指名」に移ります。

議事録署名委員につきましては、議長のほかに、議長が委員を指名しております。

本日の審議会の議事録署名委員については、委員を指名します。

委員、よろしくお願いします。

６ 協議事項

（１）青梅インターチェンジ北側地区（今井土地区画整理事業）における景観形成に

ついて

（会長）

議事日程の「６ 青梅インターチェンジ北側地区（今井土地区画整理事業）におけ

る景観形成について」これがメインになるかと思いますが、この内容に移っていきた

いと思います。

それでは、まず事務局から御説明をお願いしてよろしいでしょうか。

（都市計画課長）

それでは、青梅インターチェンジ北側地区（今井土地区画整理事業）における景観

形成について、御説明させていただきます。

本件は、昨年度の本審議会で御協議いただいた継続案件となりますが、本審議会か

ら新たな体制となり、新任の方もいらっしゃいますので、前提条件など基本的な事項

から御説明させていただきます。

初めに、「資料１」を御覧ください。

「青梅インターチェンジ北側地区地区計画」は、令和５年８月１０日に都市計画決

定したものであり、本議題の前提条件となるものでありますので、本日は、参考資料

として扱っていただければと存じます。

なお、１ページの上段に「地区計画の変更」という表記がありますが、今年度に入

りまして、計画する通路の一部に軽微な変更が生じまして、本年２月に開催した都市

計画審議会の議を経て、令和７年３月１１日に変更告示を行ったため、今回の資料と

しては、最新のものを使用しております。

なお、変更内容につきましては、本審議会の審議に影響するものではありませんの

で、恐縮ですが、説明は割愛させていただきます。

初めに、最後から３枚目の８ページの「計画図１」を御覧ください。
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本地区は、圏央道青梅インターチェンジの北側に隣接し、約５０ヘクタールの平坦

な一団の土地であり、周辺は、農地、住宅および工業団地に囲まれ、本市のまちづく

りを進めていく上で、重要な場所に位置しております。

図面左側には「凡例」を記載しておりますが、この図は、地区計画区域を示すとと

もに、「物流業務地区」「複合業務地区」「公園緑地地区」の３つに区分し、それぞ

れの特性を生かした土地利用を図っていくこととしております。

「物流業務地区」は、周辺の農地や住環境に配慮しつつ、大規模な区画を生かした

物流施設の誘導を図る地区。

「複合業務地区」は、物流を中心とした工業の利便の増進を図るとともに、就業者

や近隣住民の日常利便施設や沿道サービス施設の誘導を図る地区。

「公園緑地地区」は、既存の樹林地を維持・保全しつつ、就業者や近隣住民に憩い

の場を創出する。また、周辺の住環境に配慮し、緩衝緑地帯を適切に配置する地区と

して定めております。

次に、９ページの「計画図２」を御覧ください。

この図は、左下に「凡例」を記載しておりますが、道路、公園、その他の公共空地

の配置を示しているものであります。

本日は、この公共施設の配置と大規模な民間の街区を前提条件に御協議いただくも

のであります。

また、最後の１０ページには「計画図３」として、壁面線等を示しているものであ

ります。

そこで、恐れ入りますが、１ページに戻っていただきたいと存じます。

本日、御協議いただく景観形成に関する協定書の原案に引用している箇所にアンダ

ーラインを引いております。

１ページの「地区計画の目標」の最下段と、３ページの「その他当該地区の整備、

開発及び保全に関する方針」の箇所であります。

後ほど、協定書の説明の際の参考としていただければと存じます。

また、資料に記載はありませんが、昨年度の本審議会で御決定いただいた「青梅市

景観形成ガイドライン」の色彩編や、現在、改定作業中の「青梅市都市計画マスター

プラン」において、「当地区は大きく土地利用が変わる中で、周辺環境との調和を図

り、新たな秩序ある景観を創出します。」と位置付けようとするところであります。

次に、恐れ入りますが、「資料２（差替え版）」を御覧ください。

こちらは、「景観協定の締結までの流れ」であります。

昨年度の本審議会でも御説明させていただいた内容ではありますが、本資料は、さ

らに時点更新したものであり、この後に御協議いただく協定書の前提となる内容であ

ることから、改めて御説明させていただきます。

こちらの図は、景観協定締結までの各段階での宅地の権利者をお示ししたものであ

ります。

初めに、左側の楕円には、「土地区画整理組合」と記載しておりますが、こちらか

ら右側に矢印が３本伸びております。

上段の矢印２本の先には「デベロッパー」へとつながっておりますが、宅地の権利

が移り変わることをお示ししております。

さらに、右側に進むと、「進出企業①」や「進出企業②」へ権利が移り変わること

をお示ししております。

次に、一番下の矢印の先には、「自己利用」と記載した箇所があります。こちらは、
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事業完了後、個人または企業で土地利用を図られる方へ宅地の権利が移り変わること

をお示ししております。

現在、これら３通りのエンドユーザーへと宅地の権利が移転していくことを前提に

協定書を作成しているところであります。

次に、この３通りのエンドユーザー、それぞれの権利移転のパターンについてであ

ります。

初めに、「進出企業①」のパターンであります。

こちら組合からデベロッパーを経由して大規模街区の購入を希望する進出企業へ売

買が行われるものであります。

次に、「進出企業②」のパターンであります。

こちらは、組合からデベロッパーへ宅地の売買が行われ、大規模街区としての賃貸

を希望する進出企業へデベロッパーが賃貸を行うものであります。

次に、「自己利用」のパターンであります。

こちらは、土地区画整理事業完了後、もともとの地権者がそのまま自己利用を図っ

ていくものであります。

次に、下段に黄色の枠で「青梅市」と記載している部分からの矢印についてであり

ます。

左側から「周知」、中央に「依頼」と記載した矢印でありますが、それぞれ権利移

転が行われる各段階で、権利者に景観協定に関する周知・依頼を行い、御理解、御協

力をいただきながら、最終的には進出企業および自己利用の方と協定締結することを

目指している過程をお示ししているものであります。

土地区画整理組合とは、今年度３回ほど、協定書の実効性を高めるために、景観ま

ちづくりに対する協力要請を行ってまいりました。

中央に記載のデベロッパーとは、進出企業との契約行為の際に、景観まちづくりに

対する協力依頼とともに、覚書などを取り交わす方向で、今後協議を進めてまいりま

す。

これらの過程を踏まえた上で、各者ごとに協定を締結していく予定としております。

以上が協定締結までの流れでありますが、本日は、資料中央に赤枠で記載のとおり、

協定締結へ向けた協定書を作成していくため、原案の内容とそのイメージについて、

御協議をいただくものであります。

次に、「資料３」を御覧ください。

昨年度の本審議会では、進出企業と協定を締結していくことは御了承いただいたも

のの、協定内容のイメージが不明確であり、市として、具体的にどのようなビジョン

を描いていくのかが重要であることから、分かりやすい資料の作成や、協定書の表現

などについても十分精査していく必要があると御指摘をいただいておりました。

第１条の「目的」では、地区計画や市の条例にもとづき、良好な景観形成を官民一

体で進めていくこととしております。

第２条の「基本的な方針」では、地区計画の目標や方針を引用するとともに、関係

基準等に従い、甲と乙（市と進出企業）の役割を明記しているものであります。

そこで、第３条の「具体的な方針」の説明に入る前に、恐れ入りますが、本日の

「資料４（差替え版）」のイメージ図を御覧ください。

このイメージ図は、協定書の内容を解説するための参考資料として作成したもので、

今後、デベロッパーや進出企業等との協議に使用していくものであります。

また、この図の作成に当たっては、今後助言を受けていく予定である「まちづく
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り・デザイン専門家」の方々と事前相談を行ってきたところであります。

そこで、この図のポイント（基本方針）としましては、四角で囲っている箇所の５

点でございます。

１点目は、右上に記載の「緑の中心軸」といった考え方であります。

地区計画区域内に新設する都市計画道路の通りを「南北の緑をつなぐ質の高い緑化

を推進する中心軸」とし、緑地は統一した樹種の選定や緑の連続性を確保するととも

に、民地内の緑地が道路との調和を演出するかのような景観の創出を目指していくこ

ととしております。

また、この通り沿いには、車の出入口の設置を極力減らすよう協議していくことと

しております。

２点目は、左上に記載の「公園との緑の調和」といった考え方であります。

新設する公園と調和した質の高い緑化について協議していくこととしており、特に

民地内の柵の後退、それから統一感のある樹種選定やベンチを設けるなど、就業者や

近隣住民の憩いの場の創出を目指していくこととしております。

そこで、右側の「写真」を御覧ください。

こちらは、流山市の参考例であります。

大通りから民地内の柵（フェンス）を後退させることで、民地内の緑地と道路の緑

化を調和させていくイメージであります。

特に、緑の中心軸となる都市計画道路における協議のポイントとしましては、緑地

の配置や樹種の選定、出入口や広告看板の配置など、連続性や統一感といった点が重

要であると捉えております。

その他、３点目は、左側に記載の「区域外との緑の連続性」、４点目、５点目は、

図面下段に記載の「Ｄ街区」「Ｇ街区」における協議のポイントを示しております。

地区計画で定めているとおり、既存の樹林地、緩衝緑地帯およびコミュニティ花壇

を生かしつつ、生物多様性に配慮した緑の回廊となるよう、動植物の生息・生育地と

なる樹木等を配植し、緑のネットワーク化を図っていくことも重要であると捉えてお

ります。

これらを踏まえまして、恐れ入りますが、「資料３」にお戻りいただき、第３条を

御覧ください。

「具体的な方針」としましては、官民が連携して取り組むことにより、地域の特色

あるまちづくりを目指していくことを掲げております。

ここの（１）から裏面の（３）の内容は、先ほど御説明しましたイメージ図の内容

を協定書に反映させたものであります。

次に、第４条の「協定事項」であります。

これは、昨年度の本審議会でお示しした内容を更新したものでありますが、進出企

業は、市を介して、まちづくり・デザイン専門家の助言を求めながら、計画的な景観

形成の推進に努めることとしております。

第５条以降は、市の法制担当と協議している中で、必要な項目を加えたものであり

ます。

以上が協定書の御説明でありますが、本日、特に御協議いただきたいポイントをも

う一度、３点挙げさせていただきます。

１点目は、今回、民間事業として進められる計画においては、地区全体のまちづく

りとして、公共施設と同様に、進出企業は、基本設計の計画段階で速やかに市と協議

を開始し、専門家の助言を受けること。
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２点目は、民地内における緑地の配置、それから樹種の選定、柵の後退など、計画

的な緑の配置や周辺環境との調和を図り、新たな秩序ある景観を創出していくこと。

３点目は、出入口の位置や広告看板の配置に加え、各種施設の意匠や色彩、それか

ら段差の処理など、きめ細かな視点も含めて市と進出企業が協議を行い、互いがより

よい関係でまちづくりを進めていくこと。

以上の３つの視点を踏まえて、本日御協議いただきたいと存じます。

最後に、資料はございませんが、今後についてであります。

本件につきましては、本日の審議会でいただいた御意見を踏まえ、次回の審議会で

は協定書の最終案として取りまとめていきたいと考えております。

来年度の本審議会の時期につきましては、現在、未定ではありますが、本日の協議

結果を踏まえた上で、関係者との協議を進め、その進捗によって、委員の皆様へ随時

お知らせいたします。

大変雑駁ではありますが、青梅インターチェンジ北側地区における景観形成につい

ての説明は以上であります。

（会長）

御説明ありがとうございました。

今、御説明いただいた内容でよく分からなかったというところがございましたら、

どんな細かいことでも結構ですので、ありますでしょうか。

この言葉がよく分からないとか、そういうことでも結構です。

委員、どうぞ。

（委員）

この差し替えの資料２の中で、依頼をして、進出企業に売却し、進出企業に賃貸と

ありますが、協定書を結ぶのは、進出企業、デベロッパーどちらですか。

（会長）

はい、都市計画課長。

（都市計画課長）

図面にお示しのとおり、最終的な進出企業と協定書を結んでいくことになります。

（委員）

そうすると、進出企業に賃貸した場合は、賃貸した企業なんですけど、進出企業に

売却した場合だと、売却から、またそれを貸すということになってくると、貸出しと

売却先じゃなくて、最終的にエンドユーザーと協定を結ぶということですか。

売却した場合でも、おそらく賃貸する場合がありますよね。それは、そういうとこ

ろまで追って協定を結ぶということなんですかね。

（都市計画課長）

おっしゃるとおりです。

（委員）
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その場合、売却した企業は素通りしていくということで、関係ないということにな

るのですかね。

そうすると、責任は誰が負うのかということですね。

（都市計画課長）

この図面の真ん中に「依頼」と書いてあり、先ほど覚書などというお話もさせても

らったのですが、ここで何らかの取り交わしをさせていただいて、それを引き継いで

いただくという形で、最終的な進出企業が出てきた段階で、そちらと協定を結んでい

くという流れになります。

（委員）

市がモニタリングではないけれど、責任を持ってやるということですね。

（都市計画課長）

はい。

（会長）

ほかにありますか。

（委員）

私もいいですか。今の委員にちょっと近いところがあるんですけど、ここで書かれ

ているデベロッパーというのが、例えば１５メートルの緑地帯みたいなものを民地の

中に設けようというふうになっていると思うんですけど、緑地帯の整備は進出企業が

やるのか、デベロッパーがある程度やった上で売却なり賃貸するのか、これがもしデ

ベロッパーがそれぞれのＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆの敷地の中の１５メートルのセット

バックみたいなところに関してはやるということになると、この協定締結の前の「依

頼」のところでも何かしらやっておかないと、恐らく右側の協定締結とは、むしろ維

持管理とかの方になるのかなという気がするんですけど、この辺ちょっとどういうイ

メージなのか、お伺いしたい。

（会長）

いかがでしょうか、事務局。

（会長）

はい、都市整備部長。

（都市整備部長）

今の質問の説明をさせていただきますと、まず左側に「土地区画整理組合」という

記載がございます。その下に「周知」とあり、今回連携して良いまちづくりをしてい

こうということに関しては、当初、組合と合意した上で、この形で進めていきましょ

うという形でスタートしています。

その次の段階として「依頼」ということがありますけれども、もともとの区画整理

組合については地権者さん達の集まりという形になりますけど、これをまとめる形で、

今現在、デベロッパーが買収している形になります。
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そのデベロッパーさんと、元は組合さんがそこに売るに当たっては、良い街並みを

つくっていくというような形の覚書を交わした上で、デベロッパーさんが貸すなり売

るなりするときに、その売却先に対してこういう契約を、紳士協定という形で今考え

ています。その中で最終的には建築したり、事業化する段階で市と協議してください

ねという形で引き継いでいくと。

先ほどデベロッパーが貸す場合、要するに賃貸として事業する場合には、当然デベ

ロッパーさんとの協定になります。それをまた売却する場合には、その売却先にこの

ことを伝えていただいて、売却先と協定を結んでいくというような形になります。

（委員）

この敷地内に建つ建物に関しては、今の考えでいいのかなと思うんですよ。

僕がちょっと気になったのは、その１５メートルとかの緑地帯というものを、例え

ばデベロッパーさんが進出企業①に売るときに、この基盤整備を誰がするのかという

ところに多分関わってくると思うんですけど、恐らく進出企業にどんどんばら売りし

ていって、彼らが基盤整備する訳じゃないのかなというふうに思うと、例えば造成と

かですね。そうすると、その時点である程度、１５メートルの緑地帯とか基盤を、こ

こに書かれている人たちの誰がやるのか。

（会長）

はい、拠点整備課長。

（拠点整備課長）

最終的な建物の位置とか、出入口が決まりませんので、最終的な進出企業が１５メ

ートルの緑の配置とかを行っていただきたいと思います。

（委員）

そのときに、青梅市が描いているようなプランというか、質問以上のことになっち

ゃいますけど、実現できるのかどうかあたりもちょっと議論のポイントなのかなとい

うふうに思ったところです。

（拠点整備課長）

自然保護条例の中で決まっている緑地面積１５パーセント以上と、あとこのイメー

ジ図と協定書も、そのまま最終エンドユーザーの方に引き継いでいただく形なので、

この１５メートルの形でやってくださいねというようなもので協議していく流れとな

ります。

（委員）

はい、分かりました。

今、多分質問の時間なので、これについては、また後でします。

（会長）

続けて議論してもいいような気もしますが、ほかに何か御質問は。

はい、委員さん。
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（委員）

今、委員が言われた内容と同じ形になるかと思うんですけど、協定書に関してはど

ちらの方と結んでいくのか。今言われたデベロッパーさんのところで、その内容的に

は説明をしていくという形で、そうなってきますと、そのときにはまだ更地と、その

次に、また段階のときに、建物なり何なりが決定してきたときに協定を結んでいくの

が一番感覚としては伝わっていくのかなという気がするんですけど、どの段階で、ど

ういう形で、またその協定を引き継いでいっていただけるのか、その段階では、もう

一切、青梅市の方は関わりなく引き継いでいただくという形で、バトンタッチという

形になるのかどうかというのをちょっとお聞きしたいんですが。

（会長）

はい、拠点整備課長。

（拠点整備課長）

最終的な協定締結の前に、デベロッパーさんの方と覚書などを取り交わして、最終

的な進出企業さんに協定締結をお願いしますねというようなものでお話をまとめると、

それで最終的にデベロッパーが進出企業に該当した際には、進出企業と青梅市が協定

締結を行うという流れとなります。

（委員）

はい、分かりました。

（会長）

結構大事なので、もう一回、委員。

（委員）

基本的なことになっちゃいますけど、例えばこの１号公園、３号公園、４号公園、

あるいは調整池、街路、その辺の今回整備を行う主体というのを解説していただきた

いと思います。

（会長）

はい、拠点整備課長。

（拠点整備課長）

土地区画整理事業地内の公共空地、１号公園から４号公園、都市計画道路、街区道

路、それと１号から３号調整地、これらにおきましては、土地区画整備事業の組合の

方で整備していきます。

（委員）

組合がやるんですか。

（拠点整備課長）

はい。区画整理事業として、一体的に行うということです。
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（委員）

そうすると、組合が設計者に依頼して設計を行っていくということになるんですね。

（拠点整備課長）

おっしゃるとおりです。

（会長）

公園とかも市が整備するんじゃないんですね。組合が整備するんですね。

（拠点整備課長）

組合施行ではあるんですが、最終的に青梅市に帰属していただきますので、前段の

設計等におきましては市と協議を行っております。

（委員）

今の話ですと、最終的には、公園は市の所有になるということでよろしいですか。

（会長）

はい、拠点整備課長。

（拠点整備課長）

最終的には、公園、都市計画道路、街区道路、それと１号から３号調整地、これら

は市が帰属を受ける形になります。

（委員）

先ほどの御説明の感じで言うと、既にデベロッパーさんは決まっているという認識

になるんですか。それは決まっているけど非公表なのか。その辺りどうなんでしょう。

（会長）

はい、拠点整備課長。

（拠点整備課長）

組合から業務代行方式ということで締結していますので、デベロッパーとしては、

会社、施工に関しましては、会社が業務代行でやっております。

（会長）

委員、どうぞ。

（委員）

「緑の連続性」とあるんですけれども、それは結局、それを担保できるというか、

その後にもずっと管理をしていかなきゃならないじゃないですか。

多分、会社によってはこういうイメージにしたいと思われる方もいらっしゃるかも

しれませんし、あとそれを管理というか、手入れをして、例えば伸びた草を切るとか、

そういうことをずっと続けていくということも何かお約束できればと思うんですけれ

ども、できるんでしょうか。
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（会長）

協定の中に管理のこととかが明言されているかということですよね。

（会長）

はい、拠点整備課長。

（拠点整備課長）

今の御質問なんですが、資料１を見ていただけますか。

７ページの表の一番下なんですが、敷地については、ここに書いてあるところなん

ですけど、緑地面積１５パーセント以上確保というふうに謳ってあります。この１５

パーセントを確保するために、この沿道のところ、１５メートルのところに入れてい

ただければということであります。

（会長）

だから、確保はここですると、この１５パーセントをどこか後ろにまとめて取るん

じゃなくて、道沿いに取ってくださいというのは、今回の協定でお願いするというこ

とですよね。

その維持管理もやり続けてくださいということは、協定書の中に明言されています

かということだったんですが、ちょっと弱い感じがしますよね。そこはまた協定書の

文言を見ていくときに考えましょう。

（委員）

よろしいですか。

（会長）

はい、どうぞ委員さん。

（委員）

今の質問にも関連するかと思うんですけれども、こちら景観の問題ですので、資料

にも何度も出てきます統一感とか、連続性というのはすごく重要になるかと思います。

こちらの土地を利用する方は、複数の企業さんに渡ると思うので、統一感とか景観

の整合性は、誰がどう取るのかというのはすごく気になるところです。市が責任を持

ってずっと介入するということなのか、またそれをするにしても、例えばこれが整備

された後に、ここをお使いになる企業さんの中で、景観に関することを司るような組

合的なものを設置してもらうとか、そういう規定をつくらなくても大丈夫なのかとか、

ちょっとその辺が気になるところですので教えてください。

それと、もう一点ですけれども、こちらの景観協定について、土地区画整理組合さ

んには説明がなされるということでしたけれども、周辺にお住まいの住民の方ですと

か、あと青梅市民ですね。これに関することって結構、私の周りでも興味、関心が高

うございます。

どんなふうなことになるのか、この緑の環境というのがどんなイメージを市の方が

されているのかということは、どういうタイミングで、どのような形で市民に説明が

されるのかということも併せてお伺いしたく存じます。
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（会長）

２点ございましたが、事務局いかがでしょうか。

協定書の中に、今、甲乙となっていますけれども、その乙の中にちゃんとしたそう

いう体制をつくってくださいみたいなことまで踏み込むのかということと、統一感の

リーダーシップは誰が取っていくのかということ、それからそれぞれの企業さんから

話し合うような場、今組合とおっしゃったのは、そういう場みたいなものを想定され

ているかどうか。

（会長）

はい、都市整備部長。

（都市整備部長）

全体的な統一感という話でいきますと、現在、差し替えの資料４、このイメージを

つくるに当たっても、まちづくり・デザイン専門家の先生と協議しながら、イメージ

を定める中で進めているところです。

全体的な統一感というのは、手をつける前に示していきたいと考えてございます。

組合的なものを組織した方が後々の管理についてよいのではないかという点につい

てですが、改変するに当たっては、基本的には協定の中で、市と協議してくださいね

というところを謳っていければとは思ってございます。

そういった中で、区画ごとに整備するタイミングも変わってきますので、その考え

方とか、このまちづくりのイメージ、手法みたいなものについても、売買なりしてい

く段階で、次の方にちゃんと伝えていただくような形で今のところ考えているところ

です。

先ほどちょっと管理の話もありましたけれども、管理の話については、どこまでこ

の協定の中で位置付けられるかということは、法制担当とも相談しております。今の

ところ、事業主体とは同じ方向を向いて取り組んでおります。

ある程度の担保性を考えて、最終的な協定にしていきたいと考えてございます。

（会長）

ちょっと２点目に行く前に、今の確認で言うと、資料４に、例えば赤いアンダーラ

インが書いてある「樹種の選定」が何回も出てくるんですけど、これはあらかじめ市

の方がアドバイザーの意見とかを聞いて、候補を上げて決めていくということで理解

していいですか。

（都市整備部長）

おっしゃるとおりです。

（会長）

それがあった上で、次に協定書、だから協定書ができる前に、この資料４がかなり

熟度の高いものになって、この地域はこういうタイプの木が埋まって、あるいはこん

なタイプの緑地の整備の仕方をしていくということが示せているから、これに従って

やってくださいねという、そういう手順でやることを前提にして、これからの議論し

ていいですか。
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（都市整備部長）

その方向へ進めております。

今のところは、事業主体側も進めているところでございます。

（会長）

樹種、何があるんでしょうね。

結構大事です。

（会長）

はい、拠点整備部長。

（拠点整備部長）

先ほども話に出た「緑の連続性」というところもございますので、１号公園となる

ところには、既存の広葉樹ですとか、そういったものの樹木をなるべく残していきた

いという考え方を持っています。

ここでは郷土種という言い方になりますけれども、もともとここにあった在来種を

なるべく植えていきたいと、その中で連続性を持って、ちょっと区域の外になるんで

すが、インターチェンジと書いてあるところの下の辺りですね。

南側のところにもかなりの樹林地がありますので、今ここと１号公園のところの樹

林地は何もつなぐものがない。

要は、今まで畑だったものですから、緑の樹木でつなぐものがないと、できれば企

業さんなどからの緑化と１号公園と、できればインターチェンジの南側の樹林地、こ

ういったものが緑の軸でつなげればというようなイメージを持っておりますので、で

きれば既存の樹林にあるような樹木と、そこに生きている生物多様性に入るというこ

とも先ほどございましたけれども、そういったものに寄与できるようなものを選んで

いきたいというような考え方は一つございます。

だから、できれば海外できれいな花が咲くからとか、そういったもののイメージア

ップというよりは、既存のものをなるべく生かしていきたいという考え方は、一応担

当としては持っているところでございます。

（会長）

そうすると、例えばポット苗とかで、既存在来種の種を植えて、１０年かけて育て

ていきましょうということもあるということですか。

（拠点整備部長）

拠点整備部長です。

まだちょっとそこのイメージは、勝手に私がちょっとここは発言しちゃっていいの

かというところがありますけれども、イメージとすれば、やはりドングリを集めてで

すとか、そこの母樹となるものからできれば集めて、どういったものになるか、ちょ

っと樹種を決めてからになるかと思いますけれども、その母樹から取って、そこであ

る程度の間隔で連続性を持って、その間を、例えば四季で楽しめるような、花が咲く

ようなものを間で埋めていくだとか、そういった統一感と景観に配慮したようなもの、

そういったものでやっていければというふうには、今、担当としては考えているとこ
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ろでございます。

（都市整備部長）

まだ一つの案ですね。

（会長）

今、案の段階なのですか。

（都市整備部長）

一つの案というふうに捉えていただきたい。

（会長）

はい、委員さん、どうぞ。

（委員）

率直に言って、本当にうまくいくのかと思ってしまうんですけれども、やっぱり市

側がかなり覚悟を持ってずっと介入されることになるのかなというふうに感想を持ち

ました。

一つ、ちょっと私が知っている例で面白いのがあって、上野の東京芸大さんが学校

の道に面したところの緑地のところを在来種の樹木で整備しようというので、本当に

小さいものから育てて、学生さんがボランティアで管理しながらやっていて、だんだ

ん年数がたつにつれて、少しいい感じになってきています。

でも、どんどん枯れたりして、大変そうでしたよ。それを何かしら市民団体なりに

委託されて、うまく管理していくような、そういう運動にまでつながればいいかなと、

ちょっと今漠然としたイメージを持ったんですけれども、かなり具体的にどういうふ

うにやるのかというのは、市の方でイメージを描いていただいた方がいいかなと思い

ました。

（会長）

仕上がりとして、ここに緑取ってくださいじゃなくて、それをどう育てていくかと

か、どういうふうに、誰が関わっていくかということを含めたビジョンですね。

（都市整備部長）

１点だけよろしいですか。

先ほど拠点整備部長が御説明したのは、一つの今のイメージなんですね。この図面

でいくと、真ん中に真っすぐ通っている道のところを見ていただくと、右側の緑がち

ょっと幅が広いと、これはまだ一つのモデルケースですけれども、大体、１５メート

ルあるんですね。

そうすると、この部屋よりも広い形になってくるので、そこは、先ほど拠点整備部

長が言ったようなイメージの整備も一つとしてはできるんじゃないかと。さらにこの

道側には街路樹が入ってきます。

そういった中で、その兼ね合いといいますか、そういったところでどんなものがで

きてくるか、例えばですけど、市長はシンボルロードに出来たらいいんじゃないかみ

たいなイメージもありますし、それによっては何らか管理についても行政側として関
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わっていかなくちゃいけないんじゃないかとか、そういったところも含めた検討とい

う形にはなってございます。

今のところ、原則、敷地内の緑地については事業主の管理で考えているところであ

ります。

（委員）

ちょっとよろしいですか。

（会長）

はい、どうぞ。

（委員）

今の話って、少し中身がかみ合っていないのかなと思っていて、例えば、先ほどア

ドバイザーに見てもらうということ、樹種選定だけということであればやれるかもし

れませんが、ここで言うことのもう少し問題なのは、例えばこの１５メートルの幅と

いうのは、見るだけの緑なのか、どういう緑なのか、嵩上げした敷地の上にこれが続

いているのか、道路との縁切りのために嵩上げされているのか、この全体の敷地の中

をどういうふうに人が移動したりするのか、複合業務地区というＥ、Ｆ、Ｇのところ

は具体的にはどういう市民も憩う施設が想定されているのか、想定されているとする

と、この１号調整地の方から２号公園を通って歩いてくる人たちがいるかもしれない

し、敷地の左側の住宅地の方から鍵型になっている、クランクになっているようなと

ころを通ってくるような人たちがいるかもしれないという、民間の土地からも御提供

いただきながら、このエリア内を魅力的にするというプランを誰が描くのか、それを

アドバイザーがちょっとアドバイザー料もらって描きますというのでは、とてもじゃ

ないけどできないというのが正直なところで、アドバイザーもやっている自分の経験

からすると、１回２時間ぐらいの議論の中でそれをやるのは、ちょっと。

これはむしろ業務として、例えばここの部分を今の区画整理組合なりデベロッパー

なりに相談して、こういうことを青梅市のアドバイザーの中には事務所を持っている

人たちもいたと思いますので、例えば彼らにこの全体をやってもらうためのラフなプ

ランを書いてもらえないかとか、そのための業務を受注してもらえないかとか、先ほ

ど委員さんがおっしゃっていたように、多分そういう最初のプランがないと、なかな

か調整していくのが難しいんじゃないか、どうなのかなと思うので、何となく樹種を

どうすればいいかというレベルの話ではないのかなという気がいたします。

（会長）

そうですね。フェンスを内側にとかそういうレベルじゃないですね。

（委員）

すごく大事なことなんですけど、そうですね。

（都市整備部長）

写真にあるのが、フェンスをちょっと内側にバックさせて、一列植樹しているとい

うようなところで、我々としてはそれにこだわっている訳ではありません。過度な負
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担を事業主側に求めてもなかなか難しくなってしまいます。当初、この計画の中で緑

地としては１５パーセント確保させているんですね、また、区画整理法の中で３パー

セントを提供してくださいねという中で担保させていますけども、それ以上に所有を

制限するというような形で借りるにしても、寄附させるにしても、そこはちょっと難

しいのかなと考えてはございます。

（会長）

地区計画で１５パーセントは決まっているんじゃ、３パーセントではね。

（都市整備部長）

緑地計画も自然保護条例にかかりますので、１５パーセントは確保しなければいけ

ないんですけども、植樹については、そんなに厳しい条件ではなくて、何平米に１本

ずつの高木を植えなさいとか、そういった条件にはなってきますので、そういった中

で樹種を選定していくというようなイメージで考えていたところなんですね、あまり

ハードルを上げないでというような。

（委員）

私は逆にそれぞれの敷地がどうやればいいのかというところで悩むと思うんですよ。

いろいろ連続性をとか言われてもですね。であれば、最初からこういうふうにしたい

と市としては思っているし、できれば皆さん御協力いただきたいという絵を描いて、

それをもとに御協議されてきた。

例えば、出入口を工夫されているのもすごくいいと思うんですけど、実際はやっぱ

りインターチェンジの入り口の交差点のところに、大型車がやっぱりどうしても入っ

てくると考えると、この緑の軸をかなりの大型車が通過することになるだろうと思う

んですね。

そういったときに、例えばこの１５メートルの幅というものを、いわゆる一段高い

位置に上げることによって見せる緑としてだけ使うのか、むしろ歩道としては出るけ

れど、道路上に取ってはいるけれども、その１５メートルの幅を利用して、少し緑の

中を歩いているような移動経路を別途確保して、そちらをむしろ市民の方に使ってい

ただくようなことを考えるのかとか、ここの中のやり方って幾つか考え方が多分ある

んだろうと思うんですけど、そういったところの議論を、向こう側にお任せして上が

ってきたものに対して協議していくというやり方がいいのか、むしろ市が最初にある

程度ボールを投げて、それで向こう側がどこまでだったら協力できるのか、これは難

しいみたいな、そこですり合わせていった方が、市の趣旨は伝えやすくなるかなと、

そういうところなんですね。

（委員）

すみません、よろしいですか。

（会長）

はい、どうぞ。

（委員）

今のお話聞いていて、多分これ協議会っていうんですかね、プラットフォームとい
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うのがコンソーシアムでしょうか分かんないんですけど、この資料の２は個別に協議、

協定締結をするとか、依頼をするとかいうんだけど、一方通行ですよね。

だから、周りの住民も含めてなのか分かんないですけど、デベロッパーとか進出企

業、行政関係、そこで意思疎通をするというか、協議する大きな枠というか組織みた

いなのがあると個別で判断するよりも、年に何回、１回か２回か分かんないんだけど、

協議をする場があるみたいな、今でいうプラットフォームというのかな、ほかでいろ

いろつくってやっていますけど、そういうのがあると、この資料の２の中で、これ個

別にやりますよと一方通行でやっていると、場当たり的に意思決定してぐちゃぐちゃ

になっちゃうってなきにしもあらずなんで、いきなり合意形成か何か意思疎通すると

いう組織体があって、その中にこれが埋まってるみたいなのがあるといいような気が

しました。

（委員）

景観のことやっていて一番あるのは、今まで景観形成地区って決めますと、既存の

建物があるところでやっているのが普通なんですね。非常にこれ難しいと思うんです

よ。ここは何もないとこでこれからつくるんで、例えばこういうふうにするんだとい

う形で市の方で決めていただいた方が、市だけでいろんなことやるか別として決めて

いただいて、それを維持していくための組織、今おっしゃったプラットフォームとか

何か必要なんじゃないかな。やはりこの地区結構広い面積なんで、これ青梅市の景観

に対する向かい方のモデルになると思うんですよね。

一つ一つの実験場所としても使えると思うんで、ちょっとほかの景観形成地区とは

違って、少し厳しいこと言ってもいいんではないかな、決めておいてもいいんではな

いかなと思っています。

（会長）

はい、拠点整備課長。

（拠点整備課長）

資料４の右側の緑の中心軸、四角囲みで表現させていただいているんですが、最終

的に協定締結においては、各エンドユーザー、各企業さんと行っていくのですが、最

初にこのイメージとして、南北の通りと東西の通りを一つの樹種で固定して、ここ大

体１．３キロあるんですけど、この１．３キロを一つの樹種で、別々の樹種じゃなく

て、各企業さんが決めていく訳じゃなく、青梅市のイメージとしてここはこの樹種で

やってくださいねというようなもので締結していきたいと考えております。

（会長）

だから、それを誰がつくるのかということですよね。

（拠点整備課長）

青梅市としての考えを持ってやっていくということです。

（会長）

だから、青梅市さんの中で、これ結構大きなプロジェクトチームをつくって考えな

いと、勝手に何かつくっても、いやあ、企業側からいうと、面倒くさいし、大変だよ
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って言われちゃうこともないとも限らないので、逆に、物流施設なので難しいかもし

れないけど、各企業さんにとってこういう緑をつくると企業にとってもプラスになる。

例えば、うちはこんな緑のあるところの倉庫を持っているんですとか、働く方もプ

ライドになるとか、リラックスできるとか、どういうことだったらこの企業の皆さん

も積極的になれるような緑になるのか、負担が少ないようにというんじゃなくて価値

を。土地買われたり、あるいは借りる訳ですから、その資産の価値が上がるような緑

化の仕方とか、あるいは緑の空間、使い方って何だろうみたいなのを、そこがないと

連続的にこの樹種で行ってくださいと言われても、ええみたいな、もっと安いのにし

てくださいとか言われちゃうんじゃないかと思う。

（委員）

人によると思う。そういう樹木は嫌だという人も出てくる可能性、最初はいいんで

すけれどもね。だんだん年数が経って、所有者が変わっていくと俺はもうこういうん

じゃなきゃ駄目だというような、すごい堅い人が出てくる可能性が大きいんですよね。

（委員）

今、会長がおっしゃられたようなこと大事だと思っていまして、羽田のクロノゲー

ト、ヤマト運輸のやつなんかは、物流施設ですけれどもオープンスペースも丁寧につ

くって、ヤマト運輸がどういうふうに物流を処理しながらやっているのかって工場見

学も受け入れてやっているんですけど、あれが一つの企業の広告としてやっぱり、今

回のやつもどうせ御協力いただく、結構な面積を皆さんに御協力いただくことになる

訳なので、それが各企業にとって自分たちのイメージアップにつながるような緑地帯、

このエリアがそうなれば青梅市にとってもハッピーだし、進出したい企業にとっても

非常にハッピーなことになると思うので、両方にとってウィン・ウィンになるように

するにはどうしたらいいかというのは、ある程度最初にこうなる場所を描きたいとい

うのを描く方がやりやすいのかなという、そういうことですね。

（会長）

カーボンオフセットの計算に使えるとかね。その企業としてのＣＯ２の排出量をここ

でリセットしているとか、多分、企業の方は緑地に対して戦略的に形状を取り組んで

いくまなざしとかお持ちじゃないかと思うので、その辺り含めて何か、ここをどうし

ていくかというのは真剣にちゃんと、プロと、あと当事者の方で集まって詰めること

が何より大事なような気がだんだんしてきましたね。

（都市整備部長）

大手企業は、いろんなところに進出していて、ある程度その考え方をお持ちです。

だから、お話ししていくと、それはもう全然反対ということじゃなくて、自分の敷地

の中でのイメージアップなどは考えております。

いろんなところに先進事例を見に行っても、ある程度そういう形は見えるんですね。

全体としてどうしていくかという話の中では、大手はいろんなところに進出してい

るところは社会貢献の意識も高いんですけども、デベロッパーさんは、これから売る

って話になるとあまりハードル上げちゃうと売れなくなるという話もあるんです。

その中で、どういったところあたりで、落ち着かせるかというところが、課題と捉

えております。管理が難しいだとか、費用がもの凄くかかるだとかというところにな
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ってくるとなかなか難しい部分が出てくるのかなとは感じているところではあります。

（委員）

管理とかを上げたいということじゃなくて、方式というのは、各敷地から上がって

きたやつに対して協議していくというスタイルになりがちなのかなと思うんですよ、

細かい部分については。

それよりは、全体としてこういうふうにやりたいんだけどというのをお出しした上

で、どこまでだったら出来るかという、最初に案を出して落ち着き先を探していくの

か、上がってきた案に対して協議していくのかって実は結構違うので、上がってきた

やつってどうせばらばらになるから、そこの統一を図っていくことの方がはるかに大

変ではないかということなんです。

（都市整備部長）

資料の４については、もう少し具体的に固めていく必要があるという認識です。植

樹については、自然保護条例の基準にプラスして統一感を出すために緑を通していき

たいだとか、沿道緑化何パーセント維持するとか、そのほか、看板なんかも区域全体

として、統一感のあるものにしていきたい、そのぐらいのイメージというのが今の段

階です。

（会長）

はい、都市計画課長。

（都市計画課長）

今、委員おっしゃるとおり、今３人のアドバイザー（まちづくり・デザイン専門家）

の御助言をいただいています。この図面の作成に当たっては、全体のビジョンという

のを描く必要があるんじゃないかというのは、専門家の方々からも御意見をいただい

ているところでございまして、このイメージ図をさらに細かいところまでブラッシュ

アップしていき、それをこの協定書とセットとして、今後この方向で市としては考え

ていくので、細かいところは今後協議の中で５０ヘクタール全体として進めていきた

いというお願いをしていくということです。委員おっしゃるとおりの方向で、専門家

の助言をいただきながら、この全体のビジョンをまず市としてどこを目指していくの

かというところをまず描くという方向で今考えているところです。

（会長）

ただちょっと心配なのは、市としてのビジョンとおっしゃっているので、この図面

にちょっと毛の生えた程度のものではなくて、委員さんからもあったように、プロセ

スだったり、協議のことだったり、管理のことも含めてというのと、さっき委員さん

がおっしゃったように、アドバイザーが２時間でちょっとやられる話じゃないでしょ

っていう、相当なプロジェクトとして描くようなビジョンでないと、それは中に入れ

るものを高級にしろという意味じゃなくて、精緻なスタディーが必要ですよね。

例えばこの断面図見ても、この敷地がその後どうなっているのかによって、本当に

こう盛土になってこうなっているのがいいのかとか、そこをやろうとすると結構設計

レベルのイメージでやらなきゃいけないので、相当大変な仕事になるんですよね。そ

れをちゃんとデベロッパーさんなんかとの関係で、業務として発注してもらいながら
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やらないと、この図面に毛の生えたものではないかなという、多分、頭の中で思って

いるものが少しずれがあるような気がいたします。

（委員）

結局統一感を取ったりとか、その後の維持管理を継続していくために、何らかの協

議体が必要じゃないかというお話が、先ほど委員の方からも出ましたけれども、この

協定書の中に一言、市を含めてそういった協議体を持ちますと、この協定を締結した

企業さんにおいては、そこに必ず参画してくださいというような言葉を入れられない

ものでしょうか。

そうしますと、何らか大きな形というのはできると思いますので、少し具体的に見

えてくるかなという気がするんですけれども、どうでしょうか。

（委員）

結局それが安上がりになるんじゃないですか。そうすると、個別にやって失敗した

後、またリカバリーするといっても、それはまた後でコスト高になるので、最初から

一つ、つまり地域住民や住宅地も一定数ありますから、そこは変なことしたら黙って

いないでしょう。それは全部市が引き受けてやるよりも、そこで一つとした方がよっ

ぽど長期的に時間軸で考えると安上がりになる可能性もあるので、そこは面倒くさが

らないで、この協定書一枚で「はい」っていうんじゃなくて、組織体の中で協定を結

び、地区計画守りながら、地域住民の人たちの意見も聞きながら、それで商売がプラ

スになっていくような仕組みをつくるという、こういうプラットフォームというか、

こういうものを提示して、その中でいろんなことをやっていきますというふうにつく

らないと。

これで問題が起こったら、全部市が引き受けて全部調整しなきゃいけないというこ

とになってくると、それは大変なんじゃないかと思いますので。進出企業もその方が

安心だと思いますよ。何かあったらそこで協議すればいいんだと多分なると思います。

ほかの自治体でもやっていますしね。

多摩ニュータウンなんかは今、土地利用沿道化を変えようとしてコンソーシアムつ

くってやっていますので、その方が彼ら、進出企業にとっては分かりやすいというか、

先が見えるみたいなのもあるので、ぜひ検討してみてください。

この今井土地区画整理事業の話を聞くのは４回目なんで、今さら言うなよと言われ

るかもしれませんが、その方がいいんじゃないかなという気がします。

（都市整備部長）

今、頂いた御意見も含めて、その後の運用という部分と今回の内容というか、求め

ていくものを整理して、検討していきたいと思います。ちょっとここで答えを出すの

は難しいので。

（会長）

はい、分かりました。ほかはよろしいですか。

あと一番私が気になっているのは、資料２で自己利用の方と協定を結ぶということ

になっていますが、全然敷地の規模とか用途とかが違うので、同じ文案ではないと思

うので、自己利用の方にはまたどういう協定をお願いするのかっていうのが難しいと

思うし、この真ん中の緑の中心軸に面して３分の１ぐらいの距離を持っておられる、
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こちらがどうなっていくかによって、反対側の１５メートルの緑地だけではきれいに

なっても、こっち側があれってならないようにするには、自己利用の方々とどういう

協定を結ぶのかっていうのもここで考えなきゃいけないですよね。そちらは今のとこ

ろまだ考えていないということですか。

（都市計画課長）

都市計画課長です。

全く同じ内容になるかは別としても、基本的には進出企業１、２と同じ方向で考え

ていけるよう協議の場を持っていきたいと考えております。

（会長）

その協議のスタイルはいいけど、書いていく文言が重要ですよね。

（都市計画課長）

おっしゃるとおりです。

（委員）

この自己利用って具体的にどういうものなのか想定されているんですか。

（会長）

はい、拠点整備課長。

（拠点整備課長）

個人で利用したい方で５００平米以上１，０００平米未満の方がここに集まってい

る訳ですが、まだ自己利用の将来計画が決まっていないのが現状であります。

（委員）

商業とかになる可能性もあるんですか。

（拠点整備課長）

個別では５００平米以上あるんで、建物が商業地として建てられるものは建てられ

るんですが、当分、自己利用として残っている方との接点がない状態で、将来計画が

まだ分からない。今のところ、ただ残すだけでどうするのか、それも見えてこないと

いうのが現状です。

（拠点整備部長）

本当にここだけの話みたいになっていますけど、要は区画整理を一生懸命やられて

いるというところで、２００人以上の地権者さんがいらしたんですけども、中には一

切興味がないので、土地利用をどうしようかという目的も何も持っていない方という

のが何人かいらっしゃるので、２００人の大半はもうデベロッパーに売却をしている

んですけれども、あと１０人程度なんですけれども、そこについては貸すでもなく何

かこういうふうにしたいという目的もない方もいらっしゃるので、５パーセント程度

ではありますけども、そういう方たちの話も聞きながら、今後、こういうものをに何

か土地利用を図りたいといったときには、こういう景観に配慮していただきたいとい
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うお願いをしたいという考え方もありますが、何分にも何か土地利用を図りたいとい

うものがないので。

（委員）

今もかなり未定な人がこの真ん中にいらっしゃるということなんですね。

（会長）

一番問題が起きそうな気も。

（拠点整備部長）

ただ、ここについては地区計画という形で工業地域の中に通常建てられるアミュー

ズメント施設、パチンコ屋さんだとか、住宅だとか、そういったものは地区計画を条

例化していますので、造ることはできなくしているので、ある程度ここについては複

合業務地区ということなので。例えば工場ですとか、そういったものは逆に造れたり

はします。

（委員）

スーパーとかも造れるということなんですね。

（拠点整備部長）

そうですね、床面積等の制限はございますけども、ここについても造ることは可能

になっています。

ただ、先ほど課長からも話があったように、５００から１，０００平米未満のとこ

ろなので、それほど大きなものは造れないかとは思うんですけれども。

（会長）

資料４に「自己利用」として、均等に８つに分かれていますが、この８つというの

はもう決まっているということですか。

（拠点整備部長）

決まっておりません。

（会長）

では、この点線はあまり意味がないんですね。

（拠点整備部長）

所有者がそれだけ居るということです。

（会長）

８人いらっしゃるということですか。

（拠点整備部長）

もちろん２分の１だとかあるので、８人以上にはなるんですけれども。８区画、そ

こだけは何かしら道路に接していないと、何か土地利用となるときに出入りができな
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いのでということで配置をしているところでございます。

下のちょっとグレーになっているところについては、先ほど言った企業への賃貸を

考えているというところで、個人で持ち続けてはいるんですけれども、どこかの企業

へ貸したいというところで、何人かの方がまとまってデベロッパーと契約して、デベ

ロッパーが企業と契約するというふうになっています。

（委員）

ここは、将来的にもしも市が買って何か公共の利用にするということも可能は可能

なんですよね。住人の人がやらないとかで何か必要性があれば。

（拠点整備部長）

拠点整備部長です。

可能か可能でないかということであれば、可能であると考えています。

（委員）

法的には可能である。

（拠点整備部長）

ただ、今のところ、先ほどのマスタープランだとかについては、そういったことで

はないということです。

（会長）

はい、ありがとうございました。

ということで、継続審議が大分深まった気がいたしますが、ちょっと確認をします

と、やはりこのマスタープランというものの熟度を高めることと、そのときには管理

だったり誰が関わるとかというソフト的な面も含んだものにしていかないということ、

協定書の中には協議会的なものへの参加という視点が重要でしょうという御意見があ

ったかと思います。

なので、この景観審議会の責任としては、このマスタープランをつくることがこの

景観審議会ではないと思うので、出てきたマスタープランを拝見して、それであれば

この協定というものがいいんじゃないかという立場にあるかもしれませんが、やはり

出てきたマスタープランが非常にイメージをつかみづらいと、この協定書に書くこと

も書きづらくなってくるので、ぜひこちらのマスタープランの熟度を上げていただい

て、無理なく皆さんが喜んで協定を結んで、協定に沿って活動していただけるような、

そういう内容になるような関係のところでの議論をお願いしたいというふうに思って

おります。

では、この６番目の協議事項については、ひとまず、こちらでよろしいでしょうか。

（委 員）

＜ 異議なしの声 ＞

（会長）

ありがとうございました。
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７ 報告事項

（１）条例にもとづく建築行為等の届出について

（会長）

続きまして、ここからは報告事項ですかね。

では、報告事項の（１）の説明をお願いいたします。

（都市計画課長）

都市計画課長です。

それでは、報告事項の「（１）条例にもとづく建築行為等の届出について」御説明

させていただきます。

この報告事項につきましては、この後に御説明いたします（２）の案件とともに、

毎年、本審議会にて御報告をさせていただいている内容でございます。

初めに、本市は、平成１６年６月に「青梅市の美しい風景を育む条例」のほか、関

係基準等を制定し、美しい風景を育むことに関して必要な事項を定めることにより、

優れた景観づくりを計画的に進め、誇りと愛着の持てる「暮らしやすいまち」の実現

に寄与することを目指しております。

そこで、「資料５」を御覧ください。

１ページ上段に記載の「①届出が必要な地区」についてであります。

本条例は、市内全域を対象とし、地区を大きく２つに分類しておりますが、ここに

は「景観形成地区」、「一般地区」それぞれの概要を記載しております。

また、景観形成地区としては、「青梅駅周辺地区」と「多摩川沿い地区」の２地区

を指定しておりますので、それぞれの概要を説明させていただきます。

まずは、その下の「②─１ 青梅駅周辺景観形成地区」を御覧ください。

左下に凡例を記載しておりますが、図中には、区域および地区区分を示しており、

青色が青梅宿地区、黄色が本町周辺地区、緑色が青梅駅前地区の３地区に分類してい

るものであります。

景観形成に当たっては、３地区それぞれの地区特性を考慮した景観形成基準を定め

ており、建築物の用途、意匠などに配慮しながら計画していただいております。なお、

本地区の総面積は、約２８ヘクタ－ルとなっております。

次に、その下の「②─２ 届出が必要な行為」を御覧ください。

説明は割愛させていただきますが、ここには、青梅駅周辺景観形成地区における届

出の対象種類や、対象行為について記載しております。

次に、１枚おめくりいただき、「③─１ 多摩川沿い景観形成地区」を御覧くださ

い。

図面が小さくて大変恐縮でありますが、ここには、地区の区域をお示ししておりま

す。

本地区では、「崖線緑地エリア」、「上流エリア」、「中流エリア」、「下流エリ

ア」の４つのエリアに区分し、景観形成基準を定めております。

また、その下の「③─２」として、届出が必要な行為につきましては、記載のとお

りであります。

次に、右側の「④─１」、「④─２」であります。

「一般地区」とは、景観形成地区以外の地区を対象としており、届出が必要な行為

につきましては、記載のとおりであります。
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また、その下の⑤として、「景観条例に基づく届出件数」の推移を記載しておりま

すので、御確認いただければと存じます。

次に、「⑥届出による効果」を御覧ください。

届出については、過去１０年間の平均では、年間約４０件ほどであります。

事業の届出に関しては、建築物や工作物等の「形態」、「意匠」などについての基

準を定めた景観形成基準にもとづき、市内部の「まちづくり・デザイン審査委員会」

で審査した後、適合通知を発行しております。

また、基準に適合している事業でも、審査委員会で形態や色彩について修正などの

意見が付された場合は、再度、届出者と市担当者が協議を行い、修正等の検討を依頼

しているところであります。

こうした取組みの継続によって、住民および事業者は、景観まちづくりの基本的方

向や重要な景観などについての理解が深まり、住民・事業者・行政が連携することに

より、地域全体で景観まちづくりが推進されていくものと捉えております。

最後に、資料に記載はありませんが、届出制度の周知については、広報おうめへの

定期的な掲載や、窓口・電話による問合せ等により御案内しているところであります。

大変雑駁ではありますが、報告事項（１）の説明は以上です。

（会長）

ありがとうございました。ただいまの報告事項（１）につきまして、何か御質問や

御意見ございますでしょうか。

（委員）

よろしいでしょうか。

（会長）

はい、どうぞ。

（委員）

初めてなので教えていただきたいんですけれども、これは届出をすれば変更しても

構わないということなんでしょうか。

新築をしたり増築というのは届出をすればできるという理解でよろしいでしょうか。

（都市計画課長）

都市計画課長です。

この届出制度は、本条例にもとづいて一定の規模以上条件が満たす場合に、着手の

３０日までに届出をしていただいて、それに対して適合通知を出しているという形で、

特にこれをしなければ変更が出来ないとかではないです。

（会長）

これをしなければ変更というか、届出しないで何か行為しちゃっていいということ

ですか。そうじゃないですよね。

（都市計画課長）

変更しようとするときに、届出対象であれば、その時点で届出していただき、それ

に対する適合通知を出すということです。
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（会長）

適合通知が出ないで建てちゃうということは、今の段階だとしようがないんですね。

罰則はあるのですか。

（都市整備部長）

公表までです。

（委員）

青梅駅周辺でちょっと危惧していることがありまして、これ届出をするんですけど

も、例えば、青梅のまちの中で平屋なんかの屋根、ひさしみたいに出ているところが

多くて、大体トタンとか何かで、何年かに一遍塗り替えなくちゃいけないというよう

なことがあるんですけど、それを届出を出すのに家屋の図面を全部つけて出さなくち

ゃいけなくなっているんですよね。

平面図とか立面図、例えば、さび色の屋根を塗り替えるというときにも、それを出

さなくちゃいけないということになると、非常に負担が大きい。そのためにもう届出

しないでやっちゃうと言っているところもありますし、どこかそういうのがあるとだ

んだんそういうのが増えていくんで、同じ色にするような場合は、写真や何か、図面

までつけないで写真とか何かで済ませるようなことということは考えられないのか。

条例を変えないといけないということはあると思うんですけどね。

実を言うと、私の家が７、８年前に屋根を塗り替えたんですけれども、図面つくる

のにえらい金がかかっちゃうんですよ、提出するための図面をつくるために。ただ、

同じ色を塗り替えるだけなんで、そこまでやる必要があるのかな。現状とこういう色

にしますよという届出で、もちろんそこでいろいろ調査は必要ですけれども、それで

こうなりましたという写真で済ませてもいいんじゃないかな。

（会長）

事務局の皆さん、いかがでしょう。

（都市計画課長）

都市計画課長です。

まず、届出対象に関しては、建物ですけど、一定の規模以下であればもちろん届出

は免除ですけど、それ以上のものであれば、例えば、現状の写真ですとか、その辺は

求めているところですけど、資料をどこまで簡素化できるかはあります。ただ、条例

などで定められているものは求めざるを得ない状況です。

（委員）

条例だと本当に厳しいのが現状なんですよね。

（都市計画課長）

そこはすみません、御意見として承ります。

（委員）

今の内容については何の異論もないんですけど、青梅のこの通りって割と魅力もあ
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りますし、かつては少しずつでも整備していたなという印象がありまして、割と駐車

場も抜けてたり、でも歴史的な建物もまだ残っている中で、届出でというのもあるん

ですけど、比較的それは消極的なやり方ですよね。

だから、市として景観形成地区をこういうふうにしていこうみたいな動きがあるの

かどうかもお伺いしたいなと思ったんですけど。

何もやらなければどんどん多分変わって、青梅宿みたいな名残すらも残らなくなる

ということが想定されるのかなと思います。

（都市計画課長）

都市計画課長です。

市の事業として、道路整備美装化だとか、景観形成資源への支援だとか、そういう

ような個別の支援策はあるんですけど、全体としては現状のこの区域の条例にもとづ

く指導というか、対応というところに留まってはいるんですね。新たな地区全体の考

え方というのは、確かにおっしゃるとおり、今の社会情勢ですとか、現状に合わせた

形で見直していく必要はあります。

条例制定からちょうど２０年も経ってきているので、そこは考えていかなくちゃい

けないかなとは思っています。

（委員）

もうなくなっちゃったか分かんないんですけど、東京都って去年も同じような話を

したのですが、伝建、重伝建が多分１件もなくて、青梅は多分数少ない可能性のある

一つであると思うんですよね。

そういうのを本気でやって、ちゃんと青梅に人が来てもらうというふうにするとか、

何か景観で規制してというのだけでは、どうしてもすくえない部分が出てきていると

思うので、資源をどう活かすかみたいなところについても御検討いただいた方がいい

のかなと思っています。

（会長）

委員、どうぞ。

（委員）

私の方でずっとお聞きしたかったのは、今委員が言われたように、全体としての考

え方を市民の方に周知できるような方法がありましたらお願いできればというのは、

届出にしても、どういうものをどういう形で進めていくのかというのは全くもって市

民の方は理解できていない。

ですから、どうしても、うちみたいな事務所にお願いをして、図面があればまだい

いんですけど、全くもっていないものに関しては、調査をしながら立面図まで仕上げ

ていかなきゃいけないというのは、大分労力的にもかかってきますので、先ほど委員

が言われたように、金額的にもかかってしまうと。

ですから、やはり簡素化、現状のものを色を変えるとかそういうものであれば、や

はり少し簡素化をして、一般の方にも出来る形のものにしていかれることも一つ必要

なのかなという気がいたします。

恐らく考えられているのは、やはり景観云々ということで色合いを重視して見られ

ていると思いますので、その辺はやはり一般の方にも周知していただければと思いま
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す。

（都市計画課長）

都市計画課長です。

おっしゃるとおり、そういう周知なりは重要だと思っていまして、広報おうめで周

知はしており、市のホームページでも載せてはいるんですけど、もうちょっとその辺

の効果的な手法については、御意見として今後検討してまいりたいと考えております。

（委員）

先ほど委員からの御質問と御指摘に関連することなんですけれども、例えば昨年で

したか、住江町のところに地域包括センターが出来たと思うんですけど、せっかく市

が直接手を下せるものであるならば、何らか青梅宿の景観の名残を感じさせるような

ものにできなかったかなと、とても残念に思いました。

旧青梅街道に面しているんですけど、そういったことの一歩一歩の取組と、先ほど

おっしゃられた今辛うじて残っているものについての保全と、景観の側からどこまで

言えるのかよく分からないんですけれども。

この間、能登の伝建地区見に行ったんですけども、もう本当にひどい被害なのに、

ほとんど何の措置もされていないんですね。災害等で一度破壊されちゃうとなかなか

もう今のこの国力では何もできないというのがよく分かるので、ぜひとも何かそうい

うところに耐震補強とか景観の保全とか含めて、どれだけ市が踏み込んだことをでき

るのかとか、あと今、駐車場等や空き地っぽくなっているようなところに、積極的に

市が景観を保持するような建物を建てて、新しい事業者に入ってもらうとか、景観形

成に対する本当に積極的な施策というのを、もう少し考えていただいてもいいのかな

と日頃ちょっと感じているところです。

（会長）

事務局から何か。

（都市計画課長）

ありがとうございます。おっしゃるとおり、この青梅駅前地区につきましては、景

観形成地区ということで指定しており、とても重要な地区と位置づけております。

先ほどおっしゃっていた住江町の地域包括支援センターにつきましても、実は民間

主導というか、公共事業ではなかったとしても、今回はまちづくり・デザイン専門家

の御助言をいただきながら、なるべく青梅宿に調和するような形で進めてきたところ

ではあります。

（委員）

今、駅前通り西側のところにマンション、景観整備やっているんですけども、写真

や何かで見た感じと一部フェンスが外れているところを見ると、結構いい雰囲気が、

あれがある程度ランドマークみたいな形で、あれの感じで広げていっていくような方

針が取れたらいいのかなということを思っているんですけどね。

今、青梅の場合、こういうふうに景観を保ってくださいと言っても、目印になるラ

ンドマークがないんですよね。やはり地方へ行くと、城下町なんかだともうお城とい

うのがあるので皆さん理解しやすいんですけど、青梅の場合それが理解なかなかして
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もらえないというのが現状なので、あのような今度新しい良いものが出来たときには、

それに合わすような形でつくっていただく、直していただくような形で進めていただ

けるといいなと思っています。

たまぐーも結構いい雰囲気で出来ているので、青梅の景観の方は案外見捨てたもの

じゃないなと思っているんです。

（都市計画課長）

ありがとうございます。駅前の再開発事業につきましても、まちづくり・デザイン

専門家の御助言をいただきながら、特に民間とはいえ、重要な位置ですとか施設につ

いては景観形成を十分図れるような形で助言をいただき、今後も進めていきたいと考

えています。

（２）まちづくり・デザイン専門家会議への相談案件について

（会長）

ありがとうございました。よろしいでしょうか。

では、もう１件報告いただくことがありますので、事務局の方に相談はいただきた

いと思います。

（都市計画課長）

都市計画課長です。

それでは、報告事項の「（２）まちづくり・デザイン専門家会議への相談案件につ

いて」御説明をさせていただきます。

「資料６」を御覧ください。

はじめに、１ページ上段の「まちづくり・デザイン専門家会議」についてでありま

す。

これまで、市施行の事業や、市内で行われる国や都などの公益性の高い事業は、市

民が利用する公共空間をデザイン面から、より快適にするため、平成１６年１０月か

らまちづくり・デザイン専門家の助言を受けながら景観事業を進め、優れた景観づく

りに向けて、積極的な活用努力を促しております。

このような中、まちづくり・デザイン専門家会議では「青梅市の美しい風景を育む

条例」第２４条にもとづく会議の設置要綱により、専門家４名以内で組織され、年度

当初に景観に配慮すべき事業を抽出した上、担当する専門家を決定しています。

また、前年度、助言を受けた各事業について報告するとともに、今後の事業実施の

参考事例としております。

抽出された事業の公共施設デザインについては、景観形成基準や、景観形成ガイド

ラインの公共施設標準デザイン指針などをもとに、事業の進捗状況に応じて、個別相

談として専門家から助言や技術的支援を受けております。

また、抽出された事業以外で、会議後に相談された公益施設の整備や、届出対象と

なる民間の建築物のデザインについても、必要に応じて、専門家の助言等を受けてお

ります。

次に、資料の中段の左側には、まちづくり・デザイン専門家会議を規定している

「青梅市美しい風景を育む条例」の第２４条を抜粋したものを記載しております。こ

の中で、第２項では、「市長は、必要に応じて、景観の形成に関する施策について、

専門家会議の助言を求めることができる。」と規定しております。
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次に、その下には、「青梅市まちづくり・デザイン専門家委員名簿」を記載してお

ります。現在、３名の委員の方に御尽力をいただいており、対象事業に関し、それぞ

れ専門分野を担っている中で、助言および技術的支援をいただいております。

次に、その右側の表には、令和２年度以降、専門家による「景観まちづくり事業」

の取り組み状況を掲載しています。

なお、令和６年度につきましては、年度途中であるため、先月、２月末時点の情報

となっております。

次に、１枚おめくりいただき、２ページを御覧ください。

こちらには、上段に令和５年度（昨年度）の景観まちづくり事業の一覧表と右側に

位置図を掲載しております。下段には、令和６年度（今年度）の景観まちづくり事業

の一覧表と右側に位置図を掲載しております。

御覧のとおり、年間、十数件の案件につきまして、個別に専門家の助言を受けなが

ら、公共施設を中心とした景観形成に取り組んできております。

その中で、１件、個別相談案件を御紹介させていただきます。

３ページを御覧ください。

こちらは、昨年度の個別相談案件である「風の子・太陽の子広場」の施設整備に関

するものであり、４ページを含めて、整備前と整備後の写真となります。

本件は、令和４年度から６年度の３か年計画で実施した、風の子・太陽の子広場の

再編事業による広場整備と管理棟改修について、まちづくり・デザイン専門家の助言

を受けて進めてまいりました。

そこで、本日、御配布させていただいた参考資料を御覧ください。

計画では、上段の「変更前」にグレーで記載のとおり、園路を新設しようとしたも

のであります。これに対し、専門家の助言を受けて、「変更後」のとおりとしました

が、その主な助言を３点ほど、御紹介させていただきます。

１点目は、左側に記載の駐車場から芝生広場への動線がわかりにくいので、アプロ

ーチを工夫したほうが良い。

２点目は、園路の線形には、当初のような直線ではなく、水路の地形に合わせてカ

ーブさせたほうが良い。

３点目は、芝生広場を横断する新設園路により、芝生広場を寸断させないほうが良

いなどの助言を踏まえ、駐車場、既設園路、管理棟などをつなぐ園路として一体的に

整備いたしました。

また、水路の地形に合わせた滑らかな線形にするとともに、一団の芝生広場になる

よう変更いたしました。そのほかにも、管理棟の色彩、すべり台の傾斜部、手すりや

親水施設の色彩について現地で色合わせ等を行いながら、決定いたしました。

なお、令和５年度に完了している箇所については、既に一般利用されており、利用

者からは子供たちの遊び場が増え、大変好評であるとお聞きしております。

大変雑駁ではありますが、報告事項（２）の説明は以上であります。

（会長）

どうもありがとうございました。何か御質問はございますでしょうか。

（委員）

年間の相談回数は比較的対象事業に対して多いというか、回数はちゃんと取られて

いるのかなと印象を受けたんですけれども、今回の事例として御説明いただいている
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ものなどは１回の議論でおしまいになっているのか、複数回おやりになっているのか、

どういう感じなのですか。

（都市計画課長）

都市計画課長です。

基本的には、設計の段階から見ていただいて最終的には現場で色を合わせて決めて

いるので、複数回、御助言をいただいているところでございます。

ものによるんですけれど、多いときは５、６回ほど。

（委員）

ここに名を連ねているメンバーは、今、日本でも非常に手が動く人たちなんですけ

れども、それにしてはそういう印象を持ったので、ちゃんと協議をやっているのかな

というのが正直な感想だったんです。

（会長）

つまり、あんまりアドバイスが受け入れてもらえなかった結果ではないかという気

がするということですね。

（委員）

そうですね、例えば、管理棟の１階がオープンになって外と繋がるようになってい

るみたいなのが良さそうだけど、エアコンとかの室外機というのが広場に抜けるとこ

ろに対して、これ以上の工夫の提案はなかったんだろうかとか、親水施設というのは

どういう経緯でこの形になったのかというのがちょっと読み取るのが難しいなと思っ

たりとか、もともとの設計条件の話だったのか分かりませんけれども。

（会長）

アドバイザーの皆さんもアドバイスを受けてこうなりましたと言われるとちょっと

困ってしまうんじゃないかという気がします。

（都市計画課長）

ちなみに、この風の子・太陽の子広場の管理棟については７回です。

（委員）

７回やっているんですか。

かなり早い段階からやられているのですね。

（都市計画課長）

ほかの案件含めてこのような形で先生方とやっていますし、なるべく早めからと心

がけています。

（会長）

この親水施設は前の方が良かったんじゃないですか。

（委員）
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図面上でいうと親水施設はどこにあるのですか。

（都市計画課長）

図面上、左の方、「駐車場」って書いているところです。

（委員）

これらの評価みたいなのはやらないのですか。

（都市計画課長）

昨年もお話がありましたが、条例制定からの歩みみたいなものの冊子というか、そ

ういうものを今後検討していって、助言によって得られた効果みたいなものを掲載し

ていきたいとは考えています。

（委員）

ちょっと御検討いただきたいのは、ここの３名のうち、真ん中の先生以外はいわゆ

る事務所を自分でやっているんですね。つまり、恐らく１回の相談料って１、２万円

だと思うんですけれども、行政が支払うにはそれが普通のことだと思うんですね。

やっぱり設計費ってそういう金額ではないじゃないですか。だから、青梅市として

は、まちづくり・デザイン専門家として、ある程度の信頼を置いてやっているという

ことであれば、最初の図面はどなたかにたぶんお金を払って書いていただいているん

だと思うんですが。

この時点で例えばこれは重要だから彼らにもう少し何か最初のものを書いてもらっ

て、何かやるみたいなことも、ちょっとこう考えていただいた方が、きっとトータル

のお金でいうと良い結果になるのかな、もちろん発注のですね。行政としては問題と

かいろいろあるとは思うんですけど。そういうことも御検討いただくといいのかなと。

せっかく実務の人に入っていただいているので。

（都市計画課長）

基本的には設計段階から入っていただくような形では進めるようにしていますが。

（会長）

そういう話じゃないですよね。

（委員）

設計を発注することも御検討いただいたらいいのではないかということですね。

（会長）

今回１事例だけ写真に上げていただいてますけれども、さらっとでもスクリーン投

影するなりでこんなのがありましたって、せっかくあるのでちょっと見せていただい

たりすると、少し皆さんの様子が見えるかなと思うので、何も全部きれいに紙の資料

にしなくてもいいので工夫していただけるといいなと思います。

では、この件についてはよろしいでしょうか。

（委 員）



39

＜ 異議なしの声 ＞

８ その他

（会長）

それでは、ひととおり終わって、皆さんの方から何かここで話題はありますか。

（委員）

はい。ちょっと景観と関係ない話になってしまうんですけど、さっき話のあった物

流センター、青梅インター北側の部分なんですけど、インターの改造というのは全然

計画ないんですか。現状でもインターから出て一般道路に出ると非常に渋滞していま

す。今度これが出来ると、相当また渋滞が激しくなるんじゃないかと思うんですけれ

ども、インターそのものの改造というような話は出てないのでしょうか。

（会長）

はい、拠点整備課長。

（拠点整備課長）

インターに関しましては、時間によっては非常に渋滞しているのは青梅警察でも認

識はしております。

今、この関係で警視庁と協議しておりまして、警視庁とネクスコ東日本とも協議し

ておりまして、滞留長、右折レーンがちょっと短いものですから、それをどうしよう

かということで今、協議してます。

ただ、交通量増えてくるのは増えてきますんで、どのくらいそれが軽減できるか、

ちょっと開通してみないと分からないんですが、今協議はしております。

（拠点整備部長）

具体的には、インター出たところの交差点から右に曲がる道を新しく作るので、そ

こを本線にする予定にしています。そうすると今、右折レーンというのは、今はほと

んど使われていないんですけれども、今度は右折の滞留が長くなるかなということで、

右折の滞留の長さが今の長さではちょっと足りないので、白線を引き直すなどして、

２列うまく使えるような形でということで、一応、机上の上ではそれで渋滞が緩和さ

れるということになっているので、実際やってみてから、また修正はあると思います

けど、今のところはそういう対応させていただいています。

（委員）

料金所から一般道に出る間のところが狭いですよね、あそこで渋滞してしまうんじ

ゃないかと思うんです。

（拠点整備部長）

そうですね、特に信号から左折をする動きなどがあったときに、ジョイフルレスト

ランのところからちょっと白線を超えて止まっている車があると一台も行けなかった

りというようなことがあって、現状そういったところも全体的な見直しも必要かと思
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いますけれども、今のところ、机上にはなりますけれどもその緩和には努めていると

いうのは御理解いただければと思います。

（委員）

先ほど御説明いただいた風の子・太陽の子広場の整備事例について、例えばこの親

水施設の整備はどういう意図でこうなったのか、写真だけでは分かりかねたんですけ

ど、でもきっと何か意図があったんだと思うんです。

一方で、私はここの自然の緑地のところっていつも歩いたりして本当に自然も豊か

で生き物もたくさんいますし、そういう意味でも大事だと思うんです。整備前の水た

まりになっていたところがカエル等の重要な水生生物の生息地ではなかったかなと思

うんです。

そういった観点からするとどういう整備だったのかとか、あとここは恐らく、青梅

市の中で自然について学ぶすごく重要な学びの場だと思うのですが、そういう観点で

どういう整備があったのか、恐らく「景観」だけでは捉えきれないいろんな観点があ

ったと思います。それは、それぞれの委員会なりで協議されていると思うんですけれ

ども、市民にこういったことで整備しましたと説明するときには、一つの観点からで

はなくて総合的にどういうことを目指した場所で、どういうことが実現されたのかと

いう視点を持って御説明いただければよいのかなというふうに思っています。

（会長）

貴重な御意見ありがとうございました。ぜひ、参考にしていただければと思います。

委員さん、せっかくいらしたんで何か御感想等を。

（委員）

先ほど説明いただいた地区計画のところですが、緑を一番の視点として捉えていて、

建物側は特に景観として捉えていないようにも感じました。緑の議論が多かったので

そのような印象を持ちましたが、全体として建物を含めた景観を対象にしているのか

どうかというのが気になりました。

（都市計画課長）

おっしゃるとおり、もちろん建築物についても景観協議の対象となっております。

（会長）

相当大きなものが出来ますので、建物の協議の方がちょっとやりやすいと。失礼で

すけど、緑の方がより最初にどうしていくかという基盤整備とかがあるのでそっちに

議論が集中したかもしれませんが、当然大きな建物のところ、色彩だとかそういうも

のを基準の中に入っているにしても、バラバラにしていっていいのかとかどういうふ

うに統一していくのかとか、そこも協議の中に入ってくるとやっぱり協議会があると

そういうことも含めていいですよね。研究をいただければと思います。

ほかはよろしいでしょうか。事務局の方から何かございますか。

（都市計画課長）

特にございません。
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（会長）

では、今日の審議は終わりましたので、進行を事務局にお返ししたいと思います。

○ 閉 会

（都市計画課長）

それでは長時間ありがとうございました。

最後に都市整備部長より一言御挨拶を申し上げます。

（都市整備部長）

委員の皆様におかれましては長時間に渡り熱心に御審議いただき、誠にありがとう

ございました。

本日の御協議で、多くの課題が見えてきたものと重く認識しております。

引き続き、青梅市景観まちづくりを計画的に推進していくため、御理解と御協力を

いただきますようよろしくお願いいたします。

本日はありがとうございました。


